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活動報告  

 

日本通訳学会第 8 回年次大会  

報 告 

 
 日本通訳学会第 8 回年次大会が、2007 年 9 月 22 日（土）および 23 日（日）の

2 日間にわたって大阪大学中之島センターを会場に開催されました。今回は 2 日

間の開催という初めての試みでしたが、海外からの参加者も含め延べ 250 名を超

える参加者を迎え、盛会のうちに無事終了することができました（大会後のアン

ケートでは 93 パーセントの回答者が「満足した」「大変満足」と答えています）。

実行委員長の津田守会員、および準備段階から当日の受付･会場整理まで、さまざ

まな雑務を引き受けていただいた大阪外国語大学（現、大阪大学）の院生諸君に、

この場を借りて厚く御礼を申し上げます。  

 今大会の特徴は 3 点あったように思います。まず、全 20 本の研究発表のうちお

よそ半数が院生によるものでした。いずれもたいへん意欲的な発表で、今後の研

究の進展が大いに期待される内容でした。また、本年度の大会では院生有志によ

る初めての自主セッション「学生コロキアム」が開催され、各自の研究テーマに

ついて意見交換をしています。このように、通訳分野の研究に携わる若い研究者

が少しずつ増え、本学会を中心に交流と研鑚の輪が広がっていくことは、学会の

将来にとってまことに好ましいことであると思います。  

 2 点目は「ワークショップ」の開催です。今回は 2 日目の午前中を利用して、

船山仲他会員と染谷泰正会員による「通訳リサーチ方法論入門」、および永田小絵

会員による「中国語通訳翻訳研究入門」と題する 2 つのワークショップが開催さ

れました。いずれも、若い研究者が増えてきたことを受けて、リサーチ方法論につ

いて基本的なノウハウを伝えていくことを目的に企画されたものです。今回は初め

ての試みということもあって、いくつかの反省点（扱うトピックを限定すること、

より具体的･実践的な Hands-on Session とすることなど）がありましたが、このよ

うな企画は、来年度以降もぜひ続けていきたいと考えています。  

なお、本大会ではコミュニティ通訳分科会主催の「模擬法廷セッション」も開

催され、スラング交じりの証人尋問の場面における通訳の影響、あるいは通訳の

正確性というテーマについて具体的な事例をもとに活発な議論が展開されました。

この企画も本大会のひとつの目玉であったと思います。大会後のアンケートでも、

このセッションを「最も興味深かった発表」として挙げる方が少なくありません

でした。本企画の実現に奔走していただいた水野真木子会員、および裏方として

ご苦労いただいた関係者の皆様に改めてお礼を申し上げます。  

JAIS 
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3 点目は法務省の後援を得て行われた「グローバル化する日本における法務通

訳翻訳の現状と課題」と題する特別シンポジウムの開催です。このシンポジウム

は津田守会員の尽力によって実現したもので、わが国における「法務通訳翻訳」

の現状と問題点について、法務省、検察庁、入国管理局、刑務所等の関係諸機関・

部門の当事者、および実際に現場で通訳翻訳業務に携わっている通訳翻訳人を招

いての活発な意見交換が行われました。日本に滞在ないしは在住する外国人の数

が急増する中、法務省･検察庁関連のさまざまな業務の中で今や必要不可欠となっ

た「法務通訳翻訳」の現状を把握するとともに、その緊急の課題を浮かび上がら

せ、将来にわたっての望まれるあり方を明らかにすることを目的に開催された今

回のシンポジウムは、日本通訳学会会員のみならず、不十分な環境･体制の中で

日々苦労されている全国各地の司法通訳翻訳人の方々、および関連政府諸機関・

部門の当事者、さらにグローバル化する日本の将来に関心をもつ一般市民にとっ

ても、きわめて有意義な企画であったと思います。  

 なお、大会第 1 日目の懇親会には例年にも増してたくさんの方にご参加いただ

き、楽しくかつ有意義な時間を過ごすことができました。今年の懇親会の目玉は

近藤会員および鶴田会員によるピアノ演奏でした。一同、お 2 人の名演奏にうっ

とり聞き惚れる中、中村会員によるババロッティばりの歌声も飛び出し、大いに

盛り上がった懇親会でした。来年の大会会場となる獨協大学でもピアノを手配す

る方向ですでに準備を進めているようです。ババロッティ氏もさらに美声に磨き

をかけてきてくれるものと思います。お楽しみに。（文責：編集部）  
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